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東大･理 鈴 木 増 雄
1.はじめに
1975年にS.ど.EdwardsとP｡W.Andersonl)がスピングラスの理論を提唱 して以来,罪
常に多くの論文が発表されているが,2)~5)必ずしもスピングラスの本質が解明されたとは言い
切れない｡そうであるが故に,今回の研究会も開催された訳である｡SKモデルの解,Parisi
のレプリカ対称性破 りの解の発見と長距離相互作用の系の研究は精力的に長い間行われてきた
が,3次元の隣接相互作用の±∫モデルのスピングラス相転移の存在が理論的に示されたのは
ごく最近である06ト 9)くり込み群に基づく93スピングラスモデルでは,臨界次元dc-4であ
り,3次元では,スピングラスは存在 しないことになっていた !
一方,実験的には,3次元でもスピングラスは存在し,多数の実験的な研究が報告されてい
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